
知識 技能 判断力 表現力思考力 態度（主体性・多様性・協働性）

アドミッション・ポリシー

１．高等学校段階までに身につけるべき基礎的・基本的な知
識・技能を身につけている人（看護学科CP1、2に対応）

２．「国語」または「英語」を通して、聞く・話す・読む・書くことの
基本的な能力を身につけている人（看護学科CP1、2に対応）

４．ものごとに対して主体性を持って、積極的かつ誠実に取り
組む態度が身についている人（看護学科CP4に対応）

５．看護師、または保健師の社会的使命や役割に関心を持
ち、他者への思いやりと熱意をもって社会貢献しようとする意
欲のある人（看護学科CP4に対応）

６．学校や地域において、グループ学習、課外活動、ボラン
ティア活動などの経験があり、他者とコミュニケーションをとり
ながら協力して課題をやり遂げることができる人（看護学科
CP4に対応）

３．社会の様々な問題に対して、知識・技能や情報をもとにして、筋道を立てて考える力、判断す
る力、表現する力を身につけている人（看護学科CP3に対応）

カリキュラム・ポリシー

1．幅広い教養を身につけるために、初年次教育科目、一般教
養科目を設け、講義科目・演習科目等を配置する。（看護学科
DP1に対応）

２．看護に必要な専門的知識、技術を身につけるため、専門
教育科目に「専門基礎分野」「専門分野」を設け、講義科目・
演習科目を体系的に配置する。（看護学科DP1、2に対応）

※保健師国家資格取得希望者（定員20人／選択制）には、保
健師養成科目を配置する。（看護学科DP1、2に対応）

３．広い視野とヒューマニズムを持ち、看護の担い手としてふさわしい倫理観、異なる文化や多
様な考えを尊重し、健康課題の解決に向けて取り組むための思考力・判断力・表現力を身につ
けるため、専門教育科目の専門基礎分野に、「人体の構造と機能」、「各疾病の治療」「放射線
の基本的事項や放射線の人体への影響」に関する科目を設け、講義科目・演習科目を段階的・
体系的に配置する。また、専門分野には、基礎、成人、老年、母性、小児、精神、公衆衛生、地
域・在宅の各看護専門領域の科目を配置し、講義科目・演習科目・実習科目を体系的に配置す
る。（看護学科DP3、4に対応）

※保健師国家資格取得希望者（定員20人／選択制）には、保健師養成科目を配置する。（看護
学科DP3、4に対応）

4．看護職として生涯にわたり主体的・継続的に学修に取り組
む態度、多職種と連携・協働する力、社会に貢献する態度を
身につけるために、専門教育科目を設け、演習科目、実習科
目を体系的に配置する。なお、特に多職種連携、生涯にわた
り学修する力を身につけるために、専門教育科目の専門分野
に看護の統合と実践領域を設ける。（看護学科DP5、6、７に対
応）

※保健師国家資格取得希望者（定員20人／選択制）には、保
健師養成科目を配置する。（看護学科DP5、6、7に対応）
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総合医療学部　看護学科　カリキュラム・マップ

養成する人材像

幅広い教養と豊かな人間性を養い、看護職として必要とされる基本的な知識・技能・態度に基づいた看護実践能力を修得するとともに、将来にわたり看護の向上に資するための能力を養い、人々の健康の保持増進に寄与することのできる人材を
養成する。さらに、高齢化が進む地域医療等の現場において、住民の真の声に耳を傾け、きめ細かな地域ニーズを調査し、課題解決に向けた具体的な計画を立案して着実に実施できる保健師を育成する。

ディプロマポリシー

１．幅広い教養とEBN（Evidence Based Nursing：根拠に基づいた看
護）に基づいた看護の実践に必要な基礎的・基本的な知識を身に
つけている。 （総合医療学部DP1に対応）

２．多様な実践現場において看護を提供できる基礎的・基本的な技
能を身につけている。（総合医療学部DP１に対応）

３．広い視野とヒューマニズムを持ち、看護の担い手としてふさわしい倫理観を身につけている。（総合医
療学部DP2に対応）

４．異なる文化や多様な考えを尊重し、看護の担い手としてふさわしい健康課題の解決に向けて取り組
むための思考力・判断力・表現力が身についている。（総合医療学部DP2に対応）

５．看護専門職として科学と看護の進展に対応するために、生涯に
わたり主体的・継続的に学修に取り組む態度が身についている 。
（総合医療学部DP3に対応）

６．円滑なコミュニケーションを図り、多職種と連携・協働していく態
度が身についている。（総合医療学部DP4に対応）

７．地域社会にある様々な課題に関心を寄せ、積極的に地域貢献
する態度が身についている。（総合医療学部DP3に対応）
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人体の構造と機能1・2

生化学

感染防御学

ICT基礎演習1

日本語A

英語A

英語B

健康の科学

看護学概論 基礎看護援助論

ヘルスアセスメント 生活援助技術論 看護理論 成人・老年・母性・小児・精神看護学概論1 

基礎看護学実習1

臨床心理学

疾病治療論2

公衆衛生学

保健統計学

人間栄養学

薬理学

疾病治療論1

日本語B

診療援助技術論 看護過程論

疾病治療論3

放射線と人体

社会福祉学

疫学

ICT基礎演習2

医療英語
成人看護学急性期援助論1・2 老年・母性・小児・精神看護学援助論1 公衆衛生看護学概論 在宅看護学援助論1 地域ケアシステム論

基礎看護学実習2

地域ケアシステム実習

老年看護学実習1

保健医療福祉行政論

成人看護学慢性期援助論1・2 老年・母性・小児・精神・在宅看護学援助論2 看護倫理 看護学シミュレーション

成人・母性・小児・精神・在宅看護学実習

看護マネジメント 医療安全 災害看護 クリティカルケア リハビリテーション看護論 コンサルテーション論 緩和ケア

老年看護学実習2

災害看護演習 臨床看護実践論

看護学統合実習

卒業研究

成人・老年・母性・小児・精神看護学概論2 在宅看護学概論

国際看護論 放射線と健康支援 看護研究

保健師養成課程科目（自由科目）
3年後期：学校保健・産業保健

4年前期：公衆衛生看護方法論1、公衆衛生看護方法論2、

公衆衛生看護活動論、公衆衛生看護学実習A、

公衆衛生看護学実習B

4年後期：公衆衛生看護管理論

健康・スポーツ1

健康・スポーツ2


